
1

　　平成26年度の日本経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動
減や、金融資本市場の動向、アジアの新興国等の経済動向、電力供給の制約
等、先行きのリスクに留意が必要なものの、年度を通してみれば引き続き、
堅調な内需に支えられた景気回復が見込まれ、好循環が徐々に実現していく
と見込まれています。
　そのような中で、矢板市の財政は、歳入の根幹である市税収入が伸び悩み、
自主財源の確保に苦慮する状態が続いています。また、歳出においては、福
祉関連の扶助費、介護保険等への繰出金が増加し続けており、柔軟性に欠い
た財政運営になっています。
　しかしながら、平成26年度は、市政運営の指針である「第2次21世紀矢

板市総合計画」が折返しを過ぎた4年目となる大変重要な年になります。
　そのため、財政環境の先行きを見通すことが難しい中にあっても、「総合計画」に掲げた重点計画の着実な推
進を図ることはもちろんのこと、地域におけるさまざまな行政課題や新たな行財政需要にも的確に対応していく
必要があるため、限られた財源を重点的・効率的に配分する方針で編成を行って参りました。
　この予算特集号は、市の財政状況や予算がどのように使われているのかを分り易く表現することを心がけ作成
しました。市の財政状況や事業を分り易くお知らせすることは、市民と行政が協働したまちづくりを進めていく
ためには大切なことだと考えております。市民の皆さんが、市の財政や事業を身近に感じ、少しでも関心を持っ
ていただくきっかけとなれば幸いです。

矢板市長　遠藤　忠

市民のみなさんへ
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△３.９％△５億３０００万円１３６億１０００万円１３０億８０００万円一 般 会 計

３.７％８２８０万円２２億４６４０万円２３億２９２０万円介 護 保 険
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２.９％１億１１７０万円３８億３４１０万円３９億４５８０万円国 民 健 康 保 険

７.５％２２８０万円３億４５０万円３億２７３０万円後 期 高 齢 者 医 療

△０.９％△５００万円５５５０万円５５００万円農 業 集 落 排 水 事 業

１８.９％１億４４００万円７億６０００万円９億４００万円公 共 下 水 道 事 業

０.６％１０万円１５９０万円１６００万円コリーナ矢板排水処理事業

４５.７％７３００万円１億５９８０万円２億３２８０万円木 幡 宅 地 造 成 事 業

５.９％４億３３９０万円７３億７６２０万円７８億１０１０万円小　 　 計

４.１％４５６０万円１１億１６００万円１１億６１６０万円水 道 事 業 会 計

△０.２％△５０５０万円２２１億２２０万円２２０億５１７０万円合　　　　　計
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130億80００万円一般会計

136億１0００万円

１２２億２９００万円

１２０億４００万円 １２１億３７００万円

７８億２１４０万円

８１億２３０万円
８６億４７５０万円 84億922０万円

89億7170万円

特別会計＋水道事業会計

一般会計

特別会計＋水道事業会計

当初予算の推移

一般会計／市の基本となる会計　　　特別会計／特定の歳入を特定の事業に充て、一般の会計と区分して経理する会計

矢板市の今年度予算

130億8,000万円（一般会計）
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今年度に実施される主な新規事業です。5ページからは、総合計画の章ごとに、主な事業をご紹介
しています。平成26年度から新たに始まる事業には、　　がついています。新

事業費内　　　容担当課事　業　名
108万円マイナンバー制度導入に伴う例規整備

総務課
例規管理事務

1,069万円マイナンバー制度導入に伴う基幹システム改
修設計電子計算機管理運営事業

77万円防犯灯LED化データマップ作成生活環境課地域安全活動推進事業
1億1,500万円消費増税に伴う低所得者への給付措置

福祉高齢課
臨時福祉給付金給付事業

727万円ねんりんピック2014 開催
（H26.10.4～10.7）高齢者生きがい等支援事業

10万円養育困難者への短期ショートステイ補助

子ども課

子育て短期支援事業
5,200万円消費増税に伴う子育て世帯への給付措置子育て世帯臨時特例給付金事業
800万円少子化問題に対応する地域独自の支援実施地域少子化対策強化事業

1億2,666万円こどもの森保育園建設補助保育施設整備補助事業
134万円胃がんリスク検診健康増進課健康増進事業
500万円落合堰改修工事農業振興課県単かんがい排水事業

60万円軽トラ市支援補助商工林業
観光課商業等活性化支援事業

500万円道路ストック計画策定関連業務

都市建設課

道路台帳整備事業

1,500万円道路網整備計画策定道路新設改良事業
（交付金事業）

2,400万円木幡・安沢1号線道路新設改良事業
（安沢地区）

1,340万円境林・木幡9号線道路新設改良事業
（市内全域）

6,600万円中市営住宅4・5号棟長寿命化改修工事市営住宅整備事業

地方譲与税
1億3000万円
1.0％

歳入の構成比 目的別歳出構成比

市税
45億6万円
34.4％

使用料及び手数料
2億2030万円 1.7％

繰入金
6億6073万円 5.1％

国県支出金
30億3703万円
23.3％

地方交付税
20億3000万円
15.5％

市債
12億6100万円
9.6％

交付金
4億5500万円
3.5％

自主財源
61億

6697万円
47.1％

依存財源
69億

1303万円
52.9％

その他の自主財源
7億8588万円 5.9％

労働費
1770万円 0.1％
その他
1517万円 0.1％

民生費
44億3211万円
33.9％

教育費
12億3565万円

9.4％

公債費
13億3167万円
10.2％

総務費
12億5049万円

9.6％

議会費
1億6032万円 1.2％

土木費
23億8534万円
18.2％

衛生費
8億1068万円 6.2％
消防費
4億8061万円 3.7％

農林水産業費
4億8073万円 3.7％

商工費
4億7953万円 3.7％

市　税／皆さんが矢板市に納めた税金です。
使用料及び手数料／市の施設の利用や証明書を発行する

時にいただくお金です。
繰入金／各種基金（貯金・運用資金）を取り崩したもの

です。
国県支出金／皆さんが国や県に納めた税金の一部で、使

い道は決められています。
地方交付税／国に納めた税金の一部で、使い道は自由で

す。
市　債／国や金融機関などからの借入金（借金）です。

交付金／皆さんが国に納めた税金の一部で、使い道は自
由です。

地方譲与税／皆さんが国に納めた税金の一部で、使い道
は自由です。

自主財源／市が自主的に収入することのできる財源です。
依存財源／国や県の意思により決められた額を交付され

たり、割り当てられたりする収入のことです。
民生費／高齢者福祉や児童福祉、生活保護などにかかる

経費です。
土木費／道路や橋、公園などの整備管理などにかかる経

費です。

主な新規事業

用　語　解　説
公債費／市債の返済にかかる経費です。
総務費／市役所の運営や広報やいたの発行などにかかる

経費です。
教育費／学校教育や生涯学習の推進などにかかる経費です。
消防費／消防や防災にかかる経費です。
衛生費／健康の保持促進などにかかる経費です。
農林水産業費／農業・林業・水産業の振興にかかる経費

です。
商工費／商業・工業・観光業の振興にかかる経費です。
議会費／議会運営や議員の議会活動などにかかる経費です。
労働費／労働環境の改善などにかかる経費です。


